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●
総
務
費

女
性
相
談
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
事 

業
費

問　

相
談
応
対
の
体
制
を
伺
う
。

答　

現
在
、
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
は

月
曜
と
木
曜
に
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
開
設
し
、
一

定
の
資
格
や
経
験
の
あ
る
相
談

員
２
名
で
対
応
し
て
い
る
。
女

性
相
談
窓
口
は
本
年
６
月
下
旬

頃
の
開
設
を
目
指
し
準
備
し
て

い
く
。

問　

相
談
者
の
秘
密
保
持
と
相

談
場
所
の
安
全
性
を
伺
う
。

答　

相
談
者
の
情
報
は
原
則
部

外
秘
だ
が
、
必
要
に
応
じ
関
係

機
関
へ
連
携
す
る
際
は
本
人
か

ら
情
報
共
有
の
可
否
に
つ
い
て

事
前
に
承
諾
を
受
け
て
か
ら
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。
相
談
場

所
は
非
公
開
と
し
、
相
談
者
の

身
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
環
境

で
対
応
し
て
い
る
。

●
衛
生
費

若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援 

事
業
費
補
助
金

問　

事
業
内
容
を
伺
う
。

答　

対
象
者
は
40
歳
未
満
の
終

末
期
が
ん
患
者
で
、
在
宅
に
お

け
る
療
養
生
活
の
支
援
及
び
介

護
が
必
要
な
人
と
し
て
い
る
。

補
助
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪

問
介
護
、
訪
問
入
浴
等
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
用
具
の
貸

与
と
購
入
で
、
費
用
月
額
の
９

割
、
５
万
４
０
０
０
円
を
上
限

に
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

問　

支
援
が
必
要
な
人
へ
の
周

知
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
医
療
や
福
祉
、

介
護
の
関
係
者
が
対
象
と
な
る

人
を
把
握
し
た
際
、
こ
の
事
業

を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
周
知
に
努
め
た
い
。

●
商
工
費

ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
開
催
支 

援
負
担
金

問　

何
を
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答　

コ
ー
ス
を
利
用
し
た
練
習

会
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
地
元
特

産
品
を
用
い
た
商
品
開
発
等
を

実
施
し
、
大
会
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
予
定
を
伺
う
。

答　

令
和
８
年
度
に
実
行
委
員

会
及
び
協
議
会
の
立
ち
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

地
元
調
整
等
を
含
め
コ
ー
ス
を

設
定
し
、
９
年
度
に
選
手
エ
ン

ト
リ
ー
、
10
年
度
に
ア
イ
ア
ン

マ
ン
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

●
消
防
費

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
等
管
理
運
営
事
業 

費問　

公
共
安
全
モ
バ
イ
ル
シ
ス

テ
ム
の
内
容
を
伺
う
。

答　

平
成
29
年
度
に
整
備
し
た

２
６
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
移
動
系
防
災

行
政
無
線
の
後
継
で
あ
り
、
政

府
が
推
進
す
る
公
共
機
関
専
用

と
し
て
提
供
さ
れ
る
モ
バ
イ
ル

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

問　

現
行
の
移
動
系
防
災
行
政

無
線
と
の
違
い
は
。

答　

現
行
の
無
線
は
、
不
感
地

帯
の
施
設
で
は
電
波
が
届
か
な

い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
。

公
共
安
全
モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム

で
は
、
携
帯
電
話
会
社
の
通
信

網
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
圏
外
と
な
る

施
設
は
な
く
、
適
切
な
通
信
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
水
道
事
業
会
計

　

年
度
末
給
水
栓
数
は
３
万
５

１
４
５
栓
、
１
日
平
均
給
水
量

２
万
４
３
０
１
㎥
を
予
定
し
て

お
り
収
益
的
収
支
は
１
億
７
２

２
０
万
円
の
赤
字
予
算
で
す
。

○
下
水
道
事
業
会
計

　

処
理
区
域
面
積
は
１
４
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
処
理
区
域
内
人

■ 令和８年度予算	 （単位：万円）

477億2,800万円

市税
29.5％

繰入金
23.4％

諸収入4.9％

寄附金2.1％
使用料及び手数料1.2％

交通安全対策特別
交付金0.0％

地方特例交付金0.4％
市債4.3％

県支出金5.4％
県交付金5.6％

地方譲与税0.5％

地方交付税6.9％

国庫支出金
14.2％

分担金及び負担金0.2％
繰越金0.4％
財産収入1.0％

477億2,800万円

教育費
20.7%

民生費
32.8%

総務費
12.2%

衛生費
11.7%

予備費0.1%予備費0.1%

災害復旧費0.0%災害復旧費0.0%

議会費0.5%

商工費4.7%

公債費5.5%

土木費6.8%

消防費4.0%
農林水産業費1.0%

依存財源37.3％

自主財源62.7％

一般会計

歳入

一般会計

歳出

会　　計　　別 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 477 億 2,800 3.5％減

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 75 億 7,400 2.0％減
後期高齢者医療事業 27 億 9,610 1.3％減
土地区画整理事業 8 億 2,740 6.8％減
公共用地対策事業 5 億 7,400 234.7％増
三谷町財産区 2,520 35.5％減
西浦町財産区 1,390 5.4％減

小　　　計 118 億 1,060 1.2％増

企
　
業
　
会
　
計

水道事業
収益的 21 億 7,940 2.8％増
資本的 21 億 7,590 25.2％減

下水道事業
収益的 32 億 6,800 15.2％増
資本的 41 億 4,640 6.3％減

病院事業
収益的 120 億 4,740 6.6％増
資本的 16 億 1,010 14.5％減

モーターボート
競走事業

収益的 1,714 億 3,700 5.3％減
資本的 21 億 7,220 43.2％減

小　　　計 1,990 億 3,640 5.3％減
合　　　計 2,585 億 7,500 4.7％減


